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  用法用 最 効能効果 

誤るおそれ @ 

  
  
  にわた 部位 市野 ) 

  接触皮膚   新生児、 膣内 投 睡 囲の投与 の 粘膜の消毒 
  血中中   妊婦の膣内 長 で 先天性 甲 2 皮膚・粘膜の 
腺 ホルモン 投与 ( 新生児に 状腺 技能 祇 副襯 部位の消 
(T3.T4 通性の甲状腺 甜 下 症の乳児   毒 ． 熱憶皮廣 

等 ) の上昇 低下 ) 溶液の大量 毒 面 の ・ , 肖 
るいは @ 氏 か つ 長時間 
などの 申 の 接触によっ 

腺 低能 異 て 皮内変色   
  接触 度席炎 

  
  

    
  咽頭の *.l ると考えられる 時 を 、 適温 ( 約 l00m いの @k 又炎 ，口腔 剣に 
悪 ) 期 ) にはげしい 洗 は儂昆湯 に溶解し、 l 日数 

口は避ける   日吉はする 

  嘔吐、 食 レルギ一等の アレ く 、 用量・ 効 気管支喘息．気管支拡張 が悪く．喀出口 
不振 )   ルギー 性 素因、 両 果の関係も 症 の 曙疲 喀出困難、 小手 数の多い気管 
丑 未満 ( 口 視 、 兄弟等が プ レ 必ずしも明ら 
炎等 ). 頻 ルギー症状の 既往 かにされてい 何時の術中術後出血の 台・通常、 成人は l 口 塩化喘息，気管支 均文夫、 気管支 
l 肝撒 歴、 高齢 昔 ないの て ・ 漫 リ ソチームとして・ f60- 拡 油症の喀 佼 

然と 投与しな 270m パ力 価 ) を 3 回に分け喀出困難．Ⅱ   
on     て 経口投与する。 2. 歯槽 臆 手術時の市中 
        属症 ( 炎症型 ) 睡眠の接舷術後出血 ( 歯 
  ア - の 時合．通常、 成人は l 日 刊、 泌尿器科 
  Ⅰ SH の 塩化 け ソチームとして、 ℡ 0 領域 ) の場合 
等 ． の ま -270m パ力価 ) を 3 回に分 2. 歯槽 膿 漏 症 

けて経コ投与する。 高齢 ( 炎症型 ) 脆脹 
音波 邑 の睡解 の % 台 
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  こつ 丁 

それ 
  

  用法則 且 効能効果 

誤るおそれ ) 

  
  ( 白血病・ 再 

既往 臣   生 不良性 貢 
血 ・紫斑病等   
および手術中   
術後の異常山 
血 l 
0 局所 線溶元 
進 が関与する 
と 考えられる 異 
帯出血 
( 肺出血． 鼻 
出血・性器 出 
血 ． 甘 出血．双 

立腺 手 市中   
術後の異常出 
血 ) 
0 下記疾患に 
おける紅斑・ 腫 
8%   そう痒等の 
症状 
湿疹およびそ 
の類症・ 寺 麻 
疹． 漢疹 ・中毒 
  
0 下記疾患に 
おける咽頭痛   
発赤・充血・ 腫 

nE 等の症状 扁桃炎・咽喉 

頭炎 
0 口内炎にお 
ける口内 痛 お 
よび口内粘膜 
アフター 
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